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小濯晃

’二つの石碑

パリ第四区、セーヌ川に隣接する市庁舎広場からヴィクトリア通りを西へ

２００メートルほど進んだところ。そのヴィクトリア通りに南側を、リボリ

通りに北側を挟まれ、セバストポル大通りに西面する形で広がるほぼ１００

メートル四方の一角は、サン・ジャック（塔）公園Square(delaTbur)Saint‐

Jacquesという名の公園である。ここはパリの都心の貴重な緑地の一つであ

り、朝な夕な、市民、観光客、閑人、浮浪者が、静かに散策し、足早に通り

抜け、所在なげにぼんやりとベンチに座る姿が見られる。

ここはフランス革命期までサン・ジャック・ド・ラ・ブシュリー教会

EgliseSaint-JacquesdelaBoucherieのあった場所であり、十七世紀にブレー

ズ・パスカルが気圧実験をしたという「伝承」でも有名な付属の塔を囲むよ

うにして、教会の施設が立っていた。カロリング朝時代に起源を持つこの教

会は中世の巡礼路の起点の一つであり、ブルゴーニュ地方ヴェズレー村のサ

ント・マドレーヌ寺院などとともに、巡礼を志す敬虐な信者たちに名を知ら

れた教会だった。巡礼たちはこの教会で祈りを捧げた後、パリ市内を南に向

かって伸びるサン・ジャック（サンチャゴ）街道を下り、遥か彼方、スペイ

ンの西の外れ、聖地サンチャゴ・デ・コンポステーラを目指した。またこの

教会は錬金術師ニコラ・フラメルとの縁によっても知られ、その名は現在、

公園の北側に直交する通りに残されている。教会の建物自体はフランス革命

期に塔のみを残して破壊され、その跡地は、たちまちのうちに密集した街区
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へと変貌した後、十九世紀中葉における一連の大規模なパリ大改造の結果、

現在の公園に姿を変えた。

パリ揺藍の地としてのシテ島は言うまでもないが、セーヌ川の北岸に位

置するこの一帯は総じてパリの地理的、歴史的、文化的文脈における中心と

言ってさしつかえない。そこにはパリ市庁舎、市庁舎広場（グレーヴ広場)、

サン・ジャック塔、シヤトレ広場、ルーヴル宮といった歴史的施設が連って

いる。このセーヌ右岸沿いを東から西に広がる一帯は、現実の実体的中心を

たとえ他に譲ることがあったにしても、一貫してパリの歴史的文化的文脈に

おける象徴的中心であり、ここにパリとフランスの歴史のある部分が厚い記

'億の層を成して積み重なっていることに疑問の余地はない。

唖

図版１

サン・ジャック公園内のネルヴァルの詩碑（右）と記念碑（左)。向かいの建物はパリ市立劇場。

閣

だが現在、何人であれ一切の予備知識を持たない者がこの辺りに漫然と件
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んでみても、そこに積み重なった歴史と記憶の層を想起する縁に気付くこと

は難しい。この一帯は十九世紀の初頭に始まり、とりわけ第二帝政期におい

て急激に推進された都市計画によって徹底的に改造された結果、現在では、

サン・ジャック塔を除けば昔日の相貌をいっさい止めていないのである。今

日ではパリ市の交通の要衝の一つ、東西南北の交差路としての役割を担う場

所であるがゆえに、今や地上も地下も、日々、ただ雑踏と車の騒音に包まれ

る喧騒の街区にすぎない。しかしサン・ジャック塔を擁するこの公園の中に

一歩足を踏み入れ、緑陰の下の遊歩道を静かに歩めば、自ずと訪れる落ち着

きの中で多少なりとも周囲に目を向け、この地区の往昔に思いを馳せること

は可能である。

公園の南側の遊歩道に面する芝地の縁に、ジェラール・ド・ネルヴァルの

思い出に捧げられた記念碑と詩碑が立っている。１９５９年の建立時とは配

置が異なり、現在その二つの石碑は、セーヌ川の方向すなわち南向きに、１

メートルほどの間隔を置いて、対面するものから見れば、詩碑が左側、記念

碑が右側に配置されている。詩碑は横約２メートル、高さ約８０センチほど

の、丸みを帯びたボリューム感のある灰色の原石で、詩集LesChimeresの

冒頭のソネット、ElDesdichadoの第一ストロフと第二ストロフが刻み込ま

れている。また一辺が６０センチほどに加工された高さ２メートルほどの白

い角柱の記念碑は、青春時代の友人の彫刻家、ジャン・デュセニェール

JehanDuseigneurが若きジェラールの横顔を写し取った有名なレリーフの銅

板を上部に俵め込み、その下部に削り残された部分の表面には、Gerard

Labruniedit／GerarddeNerval／1808-1855という文字が浅浮き彫りで刻まれ

ている。

ただ日々の楽しみとして遊歩道を歩む市民にせよ、たまさか塔の威容に惹

かれて公園に足を踏み入れた観光客にせよ、あるいは行き所なくベンチにう

ずくまる浮浪者にせよ、その大半はおそらくこの詩人について多くのことを

知ってはいないだろう。しかしいやでも目に入るこの難解な句の刻まれた詩
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碑と詩人の若々しい横顔の記念碑を目にして、いったい彼らは何を思うだろ

うか。

芝地を反対の北側に、つまりはサン・ジャック塔の足元に回り、そこから

記念碑と詩碑を背後から眺めてみる。詩碑と記念碑が顔を向ける南の方、す

なわちセーヌ川の方角のヴィクトリア通り沿い、公園を喧騒から遮蔽するほ

どには密生していない樹木の向こうに、五、六層の落ち着いた建物が見える。

それは、オスマンGeorgesEugeneHaussmannによる都市計画の一環として、

ガブリエル・ダヴイユーGabrielDavioudがシャトレ広場を挟んで向かい合わ

せに、シンメトリカルなデザインによって建設した二つの劇場の一つである。

この劇場は当初リリック劇場、後にサラ・ベルナール劇場と呼ばれ、現在は

パリ市立劇場となっている。今この劇場の立っている場所こそ、かつてあれ

ほどまでに劇作での世間的成功を夢見た詩人ジェラール・ド・ネルヴァルが、

１８５５年１月２６日の早暁、凍りつくような寒さの中で、悲惨にして滑稽

な総死体となって発見されたヴィエーユ・ランテルヌ通りRuedelaVieille‐

Lantemeのあった場所にほかならない。

Ⅱパリの炉端

周知のごとく、１８４８年から１８５１年に至る４年間はフランス近代の

政治的社会的文脈における重要な節目の一つと言ってさしつかえない。１８

４８年２月の革命は「フランス人の王」ルイーフイリップを追放することに

よって、思いがけなくも第二共和政を成立せしめたが、この体制は束の間の

民主的幻想をふりまいた後、六月蜂起の鎮圧を経て決定的に保守化した。そ

の変化した国民意識の複雑な均衡の上に巧妙に乗ったルイ＝ナポレオン

Louis-Napoleonが、同年１２月の大統領選挙において、大方の予想に反して

圧勝した。ひとたび大統領の座に就いたルイーナポレオンは任期の延長を望

んで憲法修正を要求したが、議会はそれを否決した。合法的な権力の延長を
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阻まれたルイーナポレオンは１８５１年１２月のクーデタによって共和政に

止めを刺した。翌１８５２年１１月に行われた国民投票において、圧倒的多

数の賛成により帝政が復活し、ルイーナポレオンは皇帝ナポレオン三世とし

て第二帝政に君臨することになる。

ジェラール・ド・ネルヴァルは、政治や社会の動きに決して無関心な人間

ではなかったが、若き日々のロマン派的昂揚の時期を別にすれば、通常は何

かの政治的信念に従って激しく行動するような人物ではなかった。だから１

８４８年２月の事件の際の彼の沈黙ぶりは驚くには当たらないのかもしれな

い。しかしこの沈黙にはなにかしら人を当惑させるものがある。なぜなら彼

は、転々と住まいを変える半ば漂泊に近い暮らしの中で、その時期はまさに、

サン・トマ・デュ・ルーヴル通りRueSaint-ThomasduLouvreにわざわざ移

り住んでいたからである。この通りは当時、パレ・ロワイヤル広場からルー

ヴル宮の中庭を覆い、セーヌ川沿いの現在ドウノン翼と呼ばれる回廊に達す

るようにして広がっていた街区を、その方向に貫いていた通りであり、現在

のドウノン翼の少し手前の西側には、かつてジェラールが友人たちとともに

愉快な青春の一時期を過ごしたドワイェネ通り（袋小路）Ｒｕｅ(Impasse）du

Doyenneがあった。ジェラールが移り住んだこの当時、すでにこの一帯は一

連の取り壊し工事の結果、パレ・ロワイヤル広場周辺とドワイェネ通りのあ

る一角が残るのみだったが、それもいずれルーヴルの改修と増築に伴って取

り壊され、消滅することになる運命だった。

１８４８年２月のパリ。周囲には騒乱の予兆が日々高まり、そのうねりは

ついに街頭闘争とバリケードに象徴される一つの革命へと至った。その荒れ

狂う時代の波動はジェラールの周囲にも押し寄せないはずはない。しかし、

すぐそばで展開される暴力と騒擾の激動をよそに、ジェラールは時代から意

識的に孤立することを選ぶかのようになにも語ろうとはしない。彼にとって

同時代の激動はもはや関心の対象ではないのだ。彼の交友関係から、彼が世

の中の社会主義的な、というより、この時代の観念からすれば友愛的なと呼

－１７－



小濡晃

ぶべき社会運動に一定の関心を抱いていたことが想像されないわけではない

が、そのことは彼の神秘主義的な内面世界、とりわけこの時期の彼の精神世

界に取って代わるほどのものではなかった。フランスの激動がドイツにも波

及した３月、毎晩のように彼は、パリ南郊のサンテ市門近くのハインリッ

ヒ・ハイネの寓居に赴き『インテルメッツォ』や『北海』、ハイネ自身が言

うところの「ドイツの穏やかな夢想」のフランス語訳に協力していた。その

彼らの「まわりでは、あらゆる政治的情熱がわめき散らし、古い世界がすさ

まじい音を立てて崩れつつあった」’ことを二人は知らないわけではなかっ

たのである。

そもそもネルヴァルは同じ場所に長くは定住しない放浪性を宿命的に背負

った人間だった。２６歳の時に父の家を離れて以降、パリ市内での転居はほ

とんど毎年のようだったし、一年に複数回に及ぶこともあったｂ友人宅への

居候、あるいはホテル暮らしも稀ではない。それに加えて度重なる国内外へ

の旅行で各地を移動することも多かったから、ネルヴァルほど定住者という

概念から遠い者も多くはないだろう。そしてあの１８４１年の精神錯乱の発

作の再発以降は、頻繁に精神病院に入院することを余儀なくされたため、放

浪性は彼の生活の本質になった。しかしこの１８４８年という年、「まった

く偶然に革命の先回りをする」２かのようにこのサン・トマ・デュ・ルーヴ

ル通りに引っ越してきたのは、そこが彼が青春の一時期に友人たちと共同生

活を送った懐かしい場所、後に「粋なボヘミアン生活LaBohemeGalante」

として回想することになるドワイェネ通り（袋小路）にほど近い場所だった

からに他ならない。ここはパリの他の場所にも増して決定的に消えゆく街区

であることをすでに予告され、現実に破壊と撤去の状況は進行していた。ネ

ルヴァルは『ボヘミアの小さな城』PetitsChateauxdeBoheme、「Ｉドワイ

ェネ通り」の中で、「私たちは若く、いつも陽気で、金回りもよかった､､、

ああ私は今、陰鯵な弦を鳴らしてしまった。私たちの宮殿はもう取り壊され

ているのだ。昨年の秋、私はその残骸の上を歩いた。木々の緑の上にあんな
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にも優美に姿を見せていた礼拝堂の廃嘘も、そのドームは十八世紀のある日

のこと、お勤めをするために集まった六人の修道士の上に崩れ落ちたのだっ

たが、それすらも敬意を払われなかったのである」と、青春の一時期を仲間

と陽気に過ごした修道院長館doyenneを想起し、それが今や破壊されてしま

ったことに哀惜の念を覚えながら、歴史の記憶と個人の記憶が同時に消滅し

ていく眼前の状況を苦い思いで確認している。その客間の板壁は、その後有

名になった友人の画家たちが若い才能を発揮し、自らの王国を飾るために自

慢の絵を描いたものだったのだが、それらは無‘惨にも廃材の山になってしま

った。「(…）ある日のことだったが、友人たちが絵を描いた客間の板張りを

二山、破壊者たちから取り上げて買い戻せる程度の金はできるということに

気づいた」３と、それらの絵を懐かしさを込めて列挙しながら、取り壊し作

業の親方からそれらを買い取った日のことを回想している。

ネルヴアルは１８５１年、「イリュストラシヨン」誌１０月号、１１月号

に掲載された『十月の夜』LesM4姉ｄ'ocro伽の冒頭で、「自分の国に対して

よそ者になるくらい長いあいだ旅をしたのでもないかぎり、大旅行への情熱

は時が立つにつれ弱まるものだ。環はだんだんと小さくなり、少しずつ炉端

に近づいていく」４と書いた。大旅行への情熱は実際にはネルヴァルにおい

て必ずしも衰えなかったし、そのことは死の前年の１８５４年５月から７月

にかけて敢行したドイツ旅行が示している。しかし、この現実的にも心理的

にも「炉端」に近づいていこうとするサン・トマ・デュ・ルーヴル通りへの

転居は、放浪者であるネルヴァルが意識的に選んだ行為だったことに間違い

はない。なぜならこのときネルヴァルは、ドワイェネ袋小路を出て以来、度

重なる放浪生活のために、市内数カ所に借りていた屋根裏部屋に保管してお

かざるを得なかった多くの装飾品、家具、書籍、オリエントの物品、いわば

あらゆる懐かしさの詰まった思い出の品々のすべてを大急ぎで取り寄せ、こ

の住居に並べたからである５。「１８４８年には一人一人が自分好みのバリ

ケードを作る」６という指摘に倣えば、子供じみていると同時に切迫したそ
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の行為は、彼にとって、外部の危険から身を護る自分だけの砦を構築する作

業だったちがいない。だから、このサン・トマ・デュ・ルーヴル通りへの転

居は、若き日の懐かしい炉端fbyer，つまりはパリの中心fbyerに向かって回

帰しようとする彼の意識的な行為だった。そこが取り壊されて消滅してしま

ったら、また彼は消えゆく懐かしい街区をいずこかに探しに行き、そこを新

たに己のバリケードとしなければならなくなるだろう。それだけが、外部か

ら圧迫を加える時代の力に抗して自己を防衛する唯一の手段だったからであ

る。

『十月の夜』が雑誌に掲載されたのとほぼ時を同じくするように、帝政復

活を問う国民投票が行われた。ルイーナポレオンはナポレオン三世となり、

第二帝政が始まった。そして翌１８５３年６月２２日、ジョルジューウジェ

ーヌ・オスマンGeorgesEug6neHaussmannがセーヌ県およびパリ知事に任命

され、１８７０年１月５日までのほぼ１７年間に亘り、客観的に見れば、さ

まざまな困難と乳繰、穀誉褒既に曝されながら、パリ改造工事の指揮を執る

ことになる。

Ⅲ「中心」の奪還

一般にはオスマンがナポレオン三世の全面的権限保証によって敢行したと

される十九世紀中葉のパリ大改造は、実際には十八世紀末から、とりわけ十

九世紀初頭のナポレオン－世の治世からすでに意識的に計画、開始されたも

のであり、王政復古期、七月王政期を通して徐々に遂行されてきた積年の事

業である。ナポレオン三世とオスマンの「大工事」ｌｅｓ印andstIavauxはその

基本計画をを引き継ぎ、さらに徹底化した上で、それらの計画を実現したも

のである。

ルイーセバスチヤン・メルシエLouis-SebastienMercierが『パリ生活情

景』mbleaudeParis7で活写したところによれば、十八世後半におけるパリ
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中心部、とりわけ二つの中島（シテ島iledelaCiteとサン・ルイ島ileSaint‐

Louis）８，およびグレーヴ広場PlacedeGreveのある市庁舎H6teldeVilleか

らシャトレ地区を経てルーヴル宮にかけての右岸一帯は、中世以来の混沌を

そのままに残す惨惜たる地区だった。十七世紀、ルイ十四世の時代に王権が

ルーヴル宮の建築を中途で放棄してパリを捨て、宮廷をヴェルサイユに移し

たために、パリの中心部にはいわば権力の象徴的空白が生じることとなり、

その空白はたちまちのうちに民衆によって占拠され、生活力に溢れてはいる

が無計画な建築物によって覆いつくされた。狭く曲がりくねった路地を挟ん

で建物は野放図に上へ伸び、上空の辛うじて空が見えるわずかな空間からは

まったく陽もささなかった。そもそも中世以来、さまざまな生業の者たちに

よってこれらの街区は形成されてきたのだが、十八世紀を通して勝手放題に

建設され、増築され、はびこった建物が、すでに存在していた建物と一体化

して区別を失い新たな街区を形成した。とりわりわけ革命期の混乱がその無

秩序を著しく増幅した。その結果、そうした街区全体がいわば恥ずべき忌ま

わしい過去の遺物と見なされるようになったのである。メルシエは中世都市

としてのパリを一生活者として観察し、その報告書を作ったが、だからとい

って彼はそれを断罪の対象としたのではなかった。彼の観察と証言がその時

代のパリのおぞましい多くの側面を描いてはいても、それは単にきわめて正

確な現状の報告であるにすぎなかった。しかし、メルシエにおいて現状の冷

静な観察と報告にすぎなかったものは、十九世紀に入ると、パリの改造、開

発、美化を通して、権力の象徴性と首都の機能性を回復しようとする者、要

するに都市計画urbanismeと呼ばれる事業に携わり、それを実行する立場に

あったほとんどすべての者によって、オウム返しに繰り返され、増幅された

挙げ句、その非難の声はほとんど断罪と化した。

第二帝政においてその事業の実権を握ったオスマンは、そうした声を集約

し具体化していく。例えば前節で触れたサン・トマ・デュ・ルーヴル通りを

含む界隈について、オスマン自身が後年このように回想している。

－２１－
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現今の世代はパリのこの部分が、１８５２年から１８５４年にかけ

ての変貌以前はどのようなものであったのか思うこともできないので

ある。

（略）その［ルーヴル宮の］向こうには不潔きわまりない街区があっ

て、きたならしい家が建ち並び、狭苦しい通りが走っていた。それがサ

ントノレ通りからカルーゼル広場まで広がって、広場の大部分を塞いで

いた。その街区は今日のパレ・ロワイヤル広場をほとんど覆い、それか

らルーヴル宮の北側と西側に沿って、いわゆる柱廊広場［ルイ十五世の

時代に撤去］まで切れ目なく延び、同じようにきたならしい建造物がそ

の先を塞いでいた。そしてそれは、同じように負けず劣らず交通不能な

いくつかの街区と繋がりあって、卑小きわまりないグレーヴ広場にまで

広がっていたのである。９

オスマンとオスマンに先立つ「都市計画者」たち、およびオスマンの事業

を近代的都市計画の手本として賞賛する後代の者たちは異口同音に、パリ中

心部を当時覆っていた街区の様相を、無秩序、過密、不潔、不衛生なものと

して弾劾したのだが、それは往々にして誇張にすぎる場合もあったから、無

批判に理想的な都市計画者としてオスマンを擁護することは一面的という誹

りを免れない。この時代のパリの街区がバルザックなどの作品に生々しく描

かれているとはいえ、それらの描写が文学的効果のために実際以上に陰‘惨に

描かれたものであることも事実なのである。古代から中世を経て連綿として

時を刻んできたパリは、そこに積み重なった歴史によって、一つ一つの場所

がそれ独自の記憶を持ち、それを保ちながら世代から世代へと受け継がれて

きた稀に見る都市である。とりわけオスマン以前においては、その記憶は都

市の構造と配置の中に色濃く残っていた。ベンヤミンが「およそ人類の歴史

のなかで、パリという都市の歴史についてほど多くのことが知られているの

－２２－
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も稀であろう。何千巻、何万巻という著書が、ひたすら地上のこのちっぽけ

な町のためだけに捧げられてきた」’０と言ったのは事態を適確に指摘した

ものである。それほどにこの街は集団的な記憶の厚みによって成り立ってい

たのであり、十九世紀の中葉、オスマンの大工事によってまったく相貌を変

えてしまう以前には、それはことのほか真実だった。その無秩序と見えるも

のも歴史的な眼によって眺めれば、一つの必然性に由来するものなのである。

レオンス・レノーLeonceReynaudはパリという都市の過去の記憶について、

それは「単に大建造物にのみ読み取れるものではない。人はそれをあらゆる

面に、つまり全体の配置、街路、広場、遊歩道（略）などに見い出す、いや

むしろ感じ取る。パリの地図は複雑すぎて、なんの法則性も見出せないし、

一見すると行き当たりばったりに線を引いたように見えるが、一つ一つに独

自の価値を有する無数の原因があり、その時代には真剣に熟慮されたものな

のである」と書いたが（１８６３年)、これは素朴な言い方ながら傾聴に値

する言葉である’’・オスマンに代表される都市計画者の仕事には、近代社

会の政治的、産業的要請に適応しようとする為政者の焦りのようなものが感

じ取れるが、結果としてその企図は大きな成果を収めることになる。

しかし一方ではまた、その企図にはパリ中心部を占拠する民衆の積年の反

権力性、暴力性に対する敵意とともに、その抑止をもくろむ支配権力の強烈

な意志もまた含まれていたことは大方の指摘するとおりであろう。そしてそ

こには為政者の側における一つの強い動機として、パリ中心部fbyerの奪還

という意図があったことも知っておかねばならない。すでに１８４２年に、

ペレモンはこう書いた。

パリの正常な繁栄は、この都の歴史のさまざまな時代において常に、

街の地勢的中心と、その内奥で起こるあらゆる運動の中心fbyerとがあ

る程度一致しているかにどうかに懸かっている。（略）パリの主要な中

心fbyerprincipaldeParisは一つでなければならず、安定的で、中央に位

－２３－
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置し、それ自体によって活動的なものでなければならない。（略）パリ

人の市、いにしえのリュテースが生い育ったその谷の胸懐に運動の中

心fbyerを取り戻［さねばならない]。１２

十九世紀の後半に遂行されたパリの改造、とりわけ中心部の大改造の政治

的というよりはむしろ心理的と呼ぶべき動機がここにある。

１８３０年代以降、後に「パリの人口移動」と呼ばれる問題、言い方を変

えれば、為政者および都市計画者が憂慮することになる事態が進んでいた。

富裕層、中流層がパリの中心部を嫌い、当時としては周辺地区だった北部、

西部、東部に居住地を求める傾向が強まっていたのである’３．この動きは

すでに十八世紀末から始まっていたものだが、王政復古期にはそれが加速さ

れた。バルザックの小説『ゴリオ爺さん』は物語の展開を１８２０年前後に

設定しているが、ラスティニャックが栄達を求めて入り込もうとする貴族街

フオブール・サン・ジェルマン地区が中心から外れていることに倣うかのよ

うに、彼が己の野心の足がかりにしようとするニュシンゲン夫人は、銀行家

の夫と、中心部から離れた北部の新興地区ショセ・ダンタンに屋敷を構えて

いるのである。この移動現象は、パリ改造に伴う新規の土地開発分譲によっ

て引き起こされたものだが、それはすでに十九世紀初頭、オスマンよりずっ

と前にすでに始まっていたものである。この移動に伴って社会の諸活動の中

心も次第に中心部を離れ周辺部へとずれていく。上流層の周辺部への移動は、

民衆による中心部の占拠、その結果生じる過密と不潔、そして密集による交

通路の欠如を主たる原因としているが、ひとたびその移動現象が生じるや、

今度はそれ自体が中心部の状況をさらに悪化させる循環要因となり、事態は

為政者の著しく憂慮する方向へと進んでいった。

結果的に民衆に奪われたこのパリの歴史的中心部を奪還し、政治的、経済

的権力の支配が及ぶ、名実ともに首都の心臓部にふさわしいものとすること

は為政者の悲願であり、その精神はナポレオン三世とオスマンの「大工事」

－２４－
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に明瞭に引き継がれていったものである。ロラン・バルトは「西洋のすべて

の都市が求心的concentriqueであり、（…）そこに［中心に］こそ文明の諸

価値が集中し、凝集する。精神性（教会)、権力（役所)、金銭（銀行)、商

品（デパート)、言葉（広場agora，カフェ、遊歩道)。（…)」’４と書いた。

この指摘はまさにこの時期の為政者の意志の目指すところを妨桃とさせるも

のである。大規模かつ徹底的に遂行されることになる中心部の改造は、公益

による土地の収用と住人の強制移住とを絶対条件とするものだが、それこそ

まさにオスマンの大工事が意図し、結果として見事に実行したことなのであ

る。再開発された東北部のタンプル地区（ベルヴィル）はそのいわば追い出

された者たちの受け皿となった’５．民衆は中心から外れたeXCentriqUe場所

へと、自由意思という名の経済的誘導に従って移住させられたのである。支

配階級によるパリの歴史的中心の再征服と、パリという都市空間における階

級的棲み分けが、さまざまな十九世紀的な特質を季みつつ、こうして始まろ

うとしている。

この中心の奪還という為政者の悲願は、後年の１８６０年代に、シテ島に

おいてもっとも徹底的な形で実現されることになる。その一連の大工事によ

って、当時シテ島のほぼ三分の二の面積を覆っていた密集街区のほとんどす

べてが取り壊され、数本の、南北を貫通して左岸と右岸を結ぶ通りと、島の

内部を東西に走る通りとがまさに創り出されたのである。最終的にそこには、

バルト風に言えば、精神‘性（ノートルダム大聖堂の修復とその広い前庭の造

営)、権力装置（裁判所と警察と兵営)、経済権力（商工会議所）が出現する

こととなり、それらは、すでに存在していた中世以来の建造物、コンシエル

ジユリConciergerieとサント・シャペルSainte-ChaPelleとともに、この小さ

な中島の大半の面積を占めることになる。付随的に、かつてシテ島のノート

ルダム大聖堂脇と左岸に跨るようにして建っていた施療院H6tel-Dieuがノ

ートルダム大聖堂前広場の北側に移設新築されたが、これすらも当初は、こ

の時代にあっては中心を外れたマレ地区への移転が検討されたのである’６。
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今日、夜ともなれば、生活の光も匂いもほとんどないまでに民衆的要素を消

し去ったこの中島は、オスマンとナポレオン三世の意図を戯画的なまでに体

現している。

ネルヴァルがサン。トマ。デュ。ルーヴル通りに転居して以来、１８５５

年１月に自ら命を絶つ日まで坊復したパリの街路、とりわけその中心部は、

すでにこうした二つの立場のせめぎ合う場だった。

Ⅳ大十字路

ジェラール。ド。ネルヴァルがヴイエーユ。ランテルヌ通りに死に場所

を求めてやってくる１８５５年の冬に赴く前に、十九世の最初のほぼ５０年、

第一帝政から王政

図版２

シャトレ広場界隈（1808年の造成時)。東側（右手）の街区の広場に面した部分

がまだ撤去されていない。広場北側から斜め下に入る通りはピエ・デュ・プフ通

り、折れ曲がってそれに続く通りはチュリー通り、それに続くのがヴィエーユ・

ランテルヌ通り、更にプランシュ・ミブレ通りを横切って右手に続くのがタヌリ

ー通り、その先はグレーヴ広場である。

－２６－

復古、七月王政、

第二帝政に至るま

でののシャトレ広

場Placedu

Chateletとその周

辺の変遷に触れて

おくことにしよう。

オスマンとダヴ

イユーが１８６０

年代にこの広場を

現在の形に整備す

るまで、この広場

は古いシャンジュ

橋ＰｏｎｔａｕＣｈａｎｇｅ

を前にし、あまり
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上等とは言えない建物に三方をぎっしりと囲まれた狭苦しい空間にすぎなか

った。そもそも、この場所に存在したグラン･シャトレ要塞はパリのこの部

分の入り口を防御する施設だったが、フイリップ・オギュズト王の城壁の建

設により要塞としての役割を終えた後は、パリ市の警察、司法の管轄する牢

獄となっていた。そのシヤトレ監獄を１８０２年に周囲の街路ともども取り

払い、その跡地を整備して広場としたのは第一帝政の時代、１８０８年のこ

とであり、それはナポレオンの命によって行われたパリ美化計画の一環だっ

た。パリをヨーロッパの首都たらしめ、それにふさわしい偉容を与えようと

いうナポレオンのパリ整備計画は、都市計画というよりは、己の治世の偉大

さを誇るための壮大なモニュメントの建設に力点があった。

しかし一面でその計画には市民の生活の改善に資する実際的な貢献も含

まれていた。それは公共の水汲み場（給水泉fbntaine）の設置である。ウル

ク川とそのいく

つかの支流の水

を水道で導水し、

パリ北東部の

う．ヴィレット

で分配するとい

う計画は、パリ

市民にとってす

ぐれて福利的な

事業だった。最

初に建設された

１５箇所の泉の

鯵
躍圭一､12

識
図版３

内のいくつかは十九世紀初頭、造営されたばかりのシャトレ広場。「榔子の泉ｊあるいは「勝利の女
神の泉ｊと呼ばれる給水場が作られた１８０８年頃の様子。古いシャンジュ橋、シテ島

今日も残っていの時計台とコンシエルジユリ方面を眺める。広場は狭く、周囲に家並みが迫る。

るが、ここシャ
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トレ広場の「郁子（あるいは勝利の女神の）泉」ＦontaineduPalmieroudela

Victoireはその一つである。因みにセーヌ川の水を飲料水として汲み上げて

いたヌフ橋（ボン・ヌフPont-Neuf）のいわゆるサマリテーヌ揚水ポンプは

この時取り壊された（ノートル･ダム橋にも揚水ポンプはあった)。’７

こうして出現したシヤトレ広場だったが、両手に持った月桂樹の冠を差

図版４

シャトレ広場界隈（1835年頃)。東側の街区の内、広場に而した建物が撤去されてい

る。中央の丸印は柳子の泉を示す。右手に入る路地はチュリー通り、それに続いてヴ

イエーユ・ランテルヌ通りが右手に伸びている。広場右上手の角の路地を入った先に

サン・ジャック塔が四角印で示されている。

し出す勝利の女

神を頂上に戴き、

郁子の葉のレリ

ーフで柱を飾り、

下部に水を吐き

出すアレゴリカ

ルな像を装飾と

して配したその

円柱の華やかさ

とは裏腹に、そ

の周囲の街区に

はなお、通りと

も呼ぶにも値し

ないような古く狭い路地が、陽光も射さない粗雑な造りの建物のあいだに数

多く残存していた。シテ島とともにパリの中心＝炉端fbyerを占拠するこれ

らの薄汚い街区は、後にオスマンの剥き出しの嫌悪の･対象となり、その大工

事によって一掃されることになる。その中にヴイエーユ。ランテルヌ通りを

含む一帯も入っていた。

オスマンは『回想』の中でこう述べている。

市庁舎の前のグレーヴ広場と呼ばれる不格好な広場と昔のシャトレ

－２８－
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広場を隔てる間の空間では、おぞましい掃き溜めが眼を襲うのだった。

日く、タヌリー通り、ヴイエーユ・タヌリー通り、ヴァヌリー通り、

ヴィエーユ・プラス・オ・ヴオー通り、サン。ジェローム通り、ヴイ

エーユ.ランテルヌ通り、チュリー通り、タンチュリェ通り等々。（中

略）

しかもなんという住民が住んでいたことか１’８

これらの通りの名のいくつかはこの辺り一帯をかつて占めていた生業の

種類を端的に示している。tannerie皮繰し屋、placeauxveaux仔牛広場、

tuerie屠殺場、

teinturier（皮革）染め

物屋…。この一帯は中

世以来ルネサンス期ま

で、肉屋、すなわち屠

殺業者の集中していた

街区であり、彼らの専

業組合が帰依する教会

こそ、まさにその名が

示すように、サン・ジ

ャック。ド。ラ。ブシ

ュリー教会］Eglise

Saint-Jacquesdela

Boucherｉｅ［肉屋の聖

ヤコブ教会］にほかな

らなかった。十八世紀

末にメルシエもそのす

さまじい様相について

三一毒蓋諺越窒一

鯉:穏溺鼻事弔管需自弓

図版５

シャトレ広場（1852年頃か？)。サン・ジャック塔が密集した家並みの

向こうに頭を覗かせている。「榔子の泉」はまだ周囲をぎっしりと囲まれ

た狭い空間に立っていた。
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報告しているが’９、パリの各所で、肉屋は店の裏庭で屠殺し、それを店先

で売っていたのである。屠られた牛や羊の血が通りへ流れ、通行人の足下を

濡らし、セーヌに流れ込んだ。尤もシャトレ広場脇のこの街区ではすでにそ

うした光景は消えて久しかった。また、こうした生業そのものが、十九世紀

初めに屠殺場が周辺部（モンマルトル、メニルモンタン、ルール、グルネル、

ヴイルジュイフなど）に設置されるに従い町中からは消えていき２０，通り

の名前に中世以来のパリの生活の記憶を残すばかりとなった。後にネルヴァ

ルが総死して果てるあの薄汚い通りはそのような中世以来のパリの記憶を引

きずる随巷の一角だった。

第二帝政期にオスマンによって進められた一連のパリ改造工事の中でも、

セバストポル大通りBoulevarddeSebastopolの開盤、それを左岸に延長して、

後にサンミシェル大通りと呼ばれることになる通りの開盤、シテ島の大改造、

サン・ミシェル橋PontSaint-Michel（１８５７年）とシヤンジュ橋（１８６

０年）の架け替えなどの一連の工事は、「大工事」の初期を代表する事業で

ある。

このパリの南北軸の貫通に先立って、東西軸の貫通工事が始まった。それ

はリボリ通りＲｕｅｄｅＲｉｖｏｌｉの東への延長である。すなわちＹ延長したリヴ

ォリ通りと、東のバステイーユ広場PlacedelaBastilleから西に延びるサ

ン・タントワーヌ通りRueSaint-Antoineを繋ぐことによって、ルーヴルか

らバステイーユまでを貫く大通りを実現しようとする工事である。リヴォリ

通りはナポレオン時代に一部完成していたが、ルーヴル宮の東端辺りで工事

が中断され、長い間計画が頓挫していたものだった。１８４８年、二月革命

の終息後ほどなく公布された政令decret（３月３日付け）によってこの一帯

の「公益による土地収用」expropriationpourcauSed，utilitepUbliqUeが可能と

なり、東西軸の貫通工事が着手された。それは１８５３年６月のオスマンの

着任以前のことである。しかし、程なく着任したオスマンは、どの工事をセ
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－ヌ川右岸の問題の一帯を一掃する絶好の機会と捉え、所期の計画をさらに

大規模なものに変更した２’・多くの街区が取り壊され、それまでに見られ

ない宏壮にして整然たる通りと新たな街区がいずれ出現することになるだろ

う。

この一連の工事は技術的財政的な多くの困難を解決しつつ遂行されたもの

であり、オスマン自身もこの大工事に関する己の功績を昂然と誇ってはばか

らない。例えば、リヴォリ通り開塞のために撤去したサン・ジャック塔周辺

の街区は、建物によって実体が見えにくくなっていたのだが、実際にはかな

り起伏に富んだ土地だった。だからその地均しは部分的なものではすまず、

街区全体の地均しを必要とするものだったのである。ところが、オスマン以

前にパリ市土木局が行った三角測量が不正確であったため、サン・ジャック

塔の立つ小さな丘とそのすぐ横を通ることになったリヴォリ通りとのあいだ

に高低差が生じ、そのために塔が中空に浮いているかのように見える事態に

なった。それを是正するためにはさらなる建物の撤去と土地収用が必要とな

った。因みにこの時オスマンは、この失態を利用して土木局を批判し、組織

改革に利用した。

オスマンはこう回想している。

サン・ジャック・ド・ラ・ブシュリ塔については、これがその（ア

ルシの）丘の最高点に立っていたため、それを持ち上げ、根継ぎ工事

によって上に伸ばすことが不可欠だった。これは大変微妙な難工事だ

った。その間、まず塔を宙づりにし、いかなる振動からも護り、それ

から同じ高さに下ろさねばならなかったのである。下部には、四本の

頑丈な柱に寄り添わせるようにして、四面にアーチ型の開口部を設け

た新しい階を新築した．そこに私はパスカルの像を置いた。それは彼

によってこの塔で行われた大気圧と物体の落下に関する実験を記念す
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るためである。

（…）

サン・ジャック塔周辺を地均しするためには土地収用を元の計画で

予想されたよりも大幅に拡大する必要のあることが認識されると、１

８５２年７月２６日の政令によってその土地収用は可能になった。

（…）

１８５３年２月１９日の政令は、それまでグレーヴ広場と呼ばれて

いた市庁舎広場の拡張を公益によって宣言した。

私はこの追加作戦の全面的指揮を執った。前者はすでに述べたよう

に困難を極めた。

後者を完全なものにするため、私は自分自身で念入りに検討した一

連の新たな措置を盛り込んだ計画を市議会に提出した。それは市庁舎

へ通じる道に堂々たる‘性格を与えることを目指すもので、市庁舎中央

棟の軸の方向に、両側に樹木を植えた一本の並木道を、改造したシヤ

トレ広場まで通す計画である。

（…）２２

こうしてセバストポル通りとリヴォリ通りという大交差路の開墾工事と、

それに伴って集中的に実行された土地収用の結果、シャトレ広場の周囲に広

大な空間が出現することになる。サン・ジャック塔公園を造営し、上に述べ

られたような市庁舎へ通じるヴィクトリア通りを通し、メジスリー河岸とジ

ェーヴル河岸を整備してもなおこの広場は、広すぎる空間に居心地悪げに取

り残された不格好な広場だった。オスマンはこの広場に新たな堂々たる都市

美を与える計画を練った。それは、北側のセバストポル大通りとサン・ドウ

ニ通りの間に公証人会議所を建設し、シヤンジュ橋を大規模に架け替え、東

西から広場を挟んでシンメトリーを成す二つの劇場、すなわち現在のシャト

レ劇場と、そしてあの市立劇場を作るという案である。それらの計画はやが
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て十全に実現され、パリの中心はかねてより為政者の強く望んでいたように

着々と奪還されていった。因みに、郷子の泉は、こうした一連の建造物が竣

工した暁に新たな広場の中心に位置させるべく、この改造の際、１８５８年

に、元の位置から移動された２３°この時の移動工事の光景はシヤルル．マ

ルヴイルCharlesMarvilleの有名な写真の幾枚かに鮮やかに残されている２４．

しかしこうしたことが現実となるのはまだ少し後のこと、ジェラールが死

んだ後のことである。ジェラールは「幸いにも」そうした変貌の結果を目の

当たりにすることなく、ただ、眼前で破壊されつつあり、まもなくすべてが

完全に消滅しようとしている無‘惨な街区と運命を共にするかのように、やが

てそこで己の地上での命を終わらせることになるのである。

Ｖ夜の闇の迷路

遅れてきた十八世紀人ネルヴァル、レティフに倣って夜の闇の中を栃程す

るパリっ子ネルヴァルの眼前で、古いパリが次々と破壊され消滅していく。

それがいずれすっかり消滅することはすでに公に予告されているのだ。１８

４８年から１８５５年１月までの間、ジェラールの周囲で起こりつつあった

この破壊と建設の嵐はまだまだ予兆にすぎず、それはその後さらに続くパリ

大変貌の幕開けにすぎなかった。シャトレ広場を囲む建物はまだ部分的に撤

去されたにすぎなかったし、グレーヴ広場まで続くその東側の街区はまだ存

在していた。それでも、第一帝政期にこの広場を造営する際、東側の建物が

部分的に撤去されたことにより、チュリー通りと、それに続くヴィエーユ・

ランテルヌ通りも暗い路地の奥から広場に向かって顔を覗かせ、その帯のよ

うに切り取られた狭い光の空間の先には榔子の泉が見えるのだった。
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２５１８５３年はネルヴアルの精神病の発作が頻発した年であり、彼は慈

善病院やブランシュ病院に入退院を繰り返した。翌１８５４年も、５月末か

ら７月中旬にかけてのドイツ旅行は例外的に発作の少ない時期だったものの、

やはり発作は彼を頻繁に襲い、入院を余儀なくしたのである。この年の８月、

1画

回

！
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図版６

１８５５年頃、取り壊される肱前のヴィエーユ・ラ

ンテルヌ通り。階段の向こうはチュリー通り。その

先に榔子の泉が垣間見える。

パッシーのブランシュ病院に入院した

のが最後の入院となった。そこを退院

してから死に至るまでの半年間、とり

わけ最後の三ヶ月間は、パリやその近

郊を半ば住所不定の浮浪者のごとくさ

まよい歩いていた。この頃彼が滞在し

た場所で知られている所と言えば、パ

レ・ロワイヤルの東側、ヌーヴ。デ・

ボンザンファン通りのノルマンデイ・

ホテルと、サンジェルマン・アン・レ

ーの町、そして叔母ラブリュニーの家

しかない。彼がどこで食事をし、執筆

し、寝るのかほとんどだれも知らなか

った。時々友人の家や雑誌の編集室や

劇場などに、着たきり雀に近い風体で

ふらりと現れ、原稿を渡したり前借り

をしたりする。精神が変調にあれば昂

然と謎の言葉を友人たちに浴びせかけ、

理解しがたい振る舞いで当惑させ、た

まさか平静が訪れればいつもの「やさ

しいジェラールledouxGerard」に戻

る。そしてやって来たときと同じよう
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にまた忽然と立ち去って市中に消えてしまう。どうやら彼は、居酒屋、安食

堂、安宿、そして貸読書室cabinetdelectureなど、場所も時も選ばず食べて

寝て、作品を執筆していたらしい。そうでない時はパリの町中、あちこちの

工事現場、取り壊された古い街区の残骸の上、とりわけまともな階層の者た

ちなら決して寄り付かない夜の闇の迷路の中を物復していたらしい。友人た

ちのだれもかれもが、この「気の狂ってしまった」友、あんなにも優美で、

やさしく、才気換発だった友を愛し大切にしながらも、その運命への懸念と

不安を拭うことができなかった。しかしそうした事情がある程度分かるのは

後のことである。さまざまな証言が突き合わされ、不十分ながらも彼の足跡

を辿れるようにはなった。しかしそれにもかかわらず、彼の最後の時期は依

然として謎と不確実な事実に満ちている。

死の前年の１２月、親しい友人であり、また彼の死後はその死にかかわる

世俗的雑事の一切を友情と哀惜の念をこめて処理することになるアルセー

ヌ・ウセーArseneHoussayeの夫人ステファニーが逝去した。同月１４日、

その葬儀がマドレーヌ教会で執り行われたが、その時ジェラールは大粒の涙

を流して悲嘆に暮れた。しかしそれ以後の彼の動静は、ナダールNadarに肖

像写真を二枚撮影してもらったということと（写真は現存する)、友人や叔

母に数通の短い手紙を出しているという点を除けば、ほとんど何も分からな

い。ところが、年が明けて１８５５年、彼の死の直前の１月２０日から２５

日の深夜までの数日間のことは、友人知己の回想証言、無名の人の証言など

多くの記録が残っており、ある程度までその動静を追うことができるのであ

る。

まず、１月２０日、テオフイール・ゴテイエTheophileGautierとマクシ

ム・デュ・カンＭａｘｉｍｅＤｕＣａｍｐの二人が「パリ評論」誌RevuedeParisの

編集室でネルヴァルに会っている。デュ・カンはこう回想している。
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１８５５年１月２０日、雪がパリをおおっていた。パリは陰鯵だっ

た。（…）ジェラールが入ってきた。彼があまりにも貧弱な黒い服を着

ていたので、私はそれを見て身震いし、彼に言った。「そんなに薄着で

はこの寒さに立ち向かえないでしょう」彼は答えた。「そんなことはな

いよ。シャツを二枚着てる。こんなに温かいものはない」ゴテイエは

学校と文芸上の旧い友という資格から私などよりは気さくな調子で、

「肋膜炎が降ってるし口狭炎が吹いてるんだよ。ここには短マントを

何着も持ってる人たちがいるから、喜んで君に貸してくれるよ。君の

最期の日まで」するとジェラールはこう反論した。「いや、寒さは元気

付けになるんだ。ラップランド人は決して病気にならないよ」

（…）私たちは三人で外に出た。馬車の車輪が雪を押しつぶして聴

き声をあげていた。ゴティエは言った。「ジェラール、一緒に食べに来

いよ。リゾットをご馳走するよ」ジェラールは断った。そこで私は言

った。「すごい寒さですよ。我が家の一部屋を提供しますよ」すると彼

はポケットから先ほどもらった二十フラン硬貨を取り出し、（･･･）こう

答えた。「ありがとう。でも僕はなにも要らない。週給を持ってるし」

そして我々がさらに強く言うのを恐れて、立ち去った。その後彼を見

たのは、死体公示所の中の、亜鉛板の蓋の下に裸で横たわっている姿

だった。（…）２６

翌２１日あるいは２２日、ジェラールはシヤルル・アスリノーCharles

Asselineauを自宅に訪ねた。アスリノーの６年後の回想も、極寒のパリを帽

子も外套もなく祐程っているジェラールのみすぼらしい風体、住まいや金銭

などの友人の申し出を静かに断るジェラールの姿、死体公示所での再会など、

ほぼ同様の状況を、痛ましさを抑えきれぬ筆致で描いている。２７

１月２３日には、友人でレテイフ研究家でもあったボール．ラクロワ

PaulLacroixに自作の全集案をリストにして渡している２８。
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１月２４日、オドブランPhilibertAudebrandの回想によれば、芝居の共作

者だったメリJosephMeryを自宅に訪ねたが、留守だったため、１スー硬貨

にナイフで十字を記し、それを下男に預けて立ち去った。この謎にメリは

後々 ずつと悩まされたのだった２９．さらにオドブランの回想によれば３０、

この日はその後、ジェラールはオドブランとジョルジュ・ベルGeordesBell

と連れ立って女優ベアトリス・ペルソンBeatrixPersonの家に行き、陽気な

夜を過ごした。深夜友人たちと別れた後、いつものように夜のパリの闇の中

に消えたジェラールは事件に巻き込まれた。警察に拘束されたのである。

この拘束事件こそは、ネルヴァルの死をめぐる謎、すなわちすでに一般に

は可能性を否定されている他殺説の根拠を提供するものにほかならないｄ年

譜においては通常、ネルヴァルの死は精神錯乱の果ての自殺であると記され

ながら、しかし真相は謎であると必ず付言される。なぜなら自殺と断定する

根拠は、結局のところ、警察の調書が自殺と断定しているというにすぎない

からであり３’、警察自体を疑い、その担当官が作成した調書の内容の信葱

性に疑念を抱く者がいるかぎり他殺説もまた払拭されない３２．そしてその

疑いにも一定の合理性があることは否定しきれないからである３３。しかし

その調書も１８７０年のパリ・コミューンの際に原本は焼失し、コピーが残

っているにすぎない。ネルヴァルの包括的な伝記を初めて書いたアリスティ

ッド・マリAristideMarieは、その最終章でこの事件を詳細に検討している。

彼はアルセーヌ・ウセーの回想を基本に据えながらも、さりげなくアルフレ

ッド・ピュスケの他殺説などを織り込んでいる。そして両方の可能性をさま

ざまに検証した挙げ句、結局のところ警察の調書を根拠に自殺説を採用する

ほかはなかった３４．またジャン・リシェJeanRicherもジェラールの死を複

合的な動機（創作力の低下、老いることへの恐れ、物質的な困窮、独身者の

孤独）による自殺としながら、その本質的動機は神秘主義的次元のものであ

っただろうと述べる３５．リシエは他殺説などは決して容認しないが、彼も
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また警察調書以外に自殺説の客観的な根拠を持たないのである。

すでに葬り去られた他殺説ではあるが、我々は敢えてそうした推測を蒸し

返してみる。なぜなら他殺説は今や、馬鹿げたロマンティックな臆測として

真面目な場では言及されることすらないからである。もちろん我々も、自殺

説、他殺説のいずれかを決定的に支持する材料を持たない。しかしこの小さ

な事件を、二月革命から第二帝政の樹立を経て次第に強権化していく社会、

空前の破壊と建設の活況が一方に見られるとともに、不穏な動きに対する権

力の圧迫と監視が社会の隅々にまで浸透していく時代状況の中に置いて見れ

ば、ネルヴァルの不自然な総死に際して、直ちに「非文学的な」他殺説を唱

えた者たちがいたとしてもあながち非難することはできない。とりわけ友人

たちの多くの者が親友の死に際して感じ取ったものが、事の真相というより

は、時代状況への暗黙の集合的反応だったのではないかと見るとき、そこに

はなにかしら興味深いものが読み取れはしないだろうか。

２４日の昼頃、ジェラールは自分の身柄を引き取るためにシヤトレの警察

屯所へ来てもらいたいと、ある知人に手紙を書いた。その知人はルイ･ルグ

ランLouisLegrandなる輸出商人であり、パサージュ・ヴェロ･ドダpassage

Vero-Dodatに事務所を構えていた３６°この人物はネルヴァルの夜のパリ探

訪noctambulismeの同伴者の一人だったという。当時、消え行く中世の面影

を惜しみ、ヴイクトル・ユゴーVictorHugoの描いた『パリのノートルダ

ム』jVo舵_Dα腕ｅ血ｐα油に思いを馳せ３７、中央市場の食堂や酒場で食事し

たりするのが文人や芸術家の間で流行りだったと、ジュール・ルヴァロワ

JulesLevalloisは述べている。彼はそうした場所でジェラールが死の数日前

に、酒場の喧騒の中で静かに執筆している姿を見たと報告している３８．２

４日の拘束事件もそうした場所で起こったのだった。ルグランが駆けつけ事

情を聞くと、ジェラールは前夜、中央市場の酒場の一つポール・ニケPaul

Niquetで、他の連中とともに摘発に遭い、留置されたと言う。「豚箱」では、

凍死するから眠るなと警官に厳命され、仕方なく鉄格子の中で皆で古い民謡
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などを歌って夜明かししたという。ゴテイエやウセーにはすでにこういうこ

とで厄介になったことがあるので、君に来てもらったと謝るジェラールに、

こんな場合に自分を思い出してくれて嬉しいとルグランは応えた。この時、

警察に説諭されはしたが、なんの答めも受けずに放免され、迎えに来た友人

に付き添われて「豚箱」から出て行くジェラールに、彼を自分たちの仲間、

同類だと思っていた連中は鉄格子の中から疑惑の眼差しを投げた。二人は中

央市場の手前のプルヴェール通りのレストランで食事をした後、ルグランの

家のあるパサージュ・ヴェロ・ドダに行った。ルグランはジェラールに１０

０スーを与えた。ジェラールはパサージュの中のカフェで休んでから貸読書

室に行って仕事をすると言った。

この証言が語る状況を踏まえて、アルフレッド・ビュスケを始めとし、カ

ミーユ・ロジエCamilleRogierもロジェ・ド・ボヴォワールRogerde

Beauvoirも、そして年少の頃からの友人テオフイール・ゴテイエも、そして

その他多くの者たちも、直ちに、ネルヴァルは警察のスパイと誤解されて殺

されたのだと推測した。ゴテイエは生涯その見方を変えなかった。ルグラン

によれば、その頃ジェラールは｢イリュストラシオン｣誌Illustrationに依頼さ

れて、「夜のパリ」Ｐ”細α剛rという記事を執筆するため、足繁くそうした

パリの裏町の夜の闇の中、いかがわしい酒場、路地などを探訪していた。ル

グランや彼の仲間もその仕事のことを知っており、特別の情報などを提供し

ていたという。ジェラールはそうした情報を酒場の隅に座って書き付ける一

方で、『オーレリア』第二部を苦しみながらも完成しようと努力していたの

である。場違いな場所で一心に何かを書き付けているその様子になにかしら

胡乱なものを嘆ぎ取った者がいたとしても不思議はない。自殺説を認めなか

ったゴティエは「あの夜歩きnoctambuleは、ならず者たちの隠れ家を全部

歩き回っていたから、連中は不安になったにちがいない。きっと連中は彼を

警察の旦那だと思ったのだ。彼がいつもの隅で何か書いているのを見て、連

中は、彼が告発状を書いているのだ、人相の特徴を記しているのだと思った
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のだ」３９と主張しつづけた。こうした推測に客観的で強固な根拠があるわ

けではないし、また残された証言そのものも、傍証に支えられてはいないか

ら反証に堪えるものではない。ただ、総死の状況の不自然さと、客観的な自

殺の動機を見出せないすべての友人たちは、多かれ少なかれゴティエと同様

の考えを抱いていたのである。

アスリノーは他殺説を唱える友人たちとは異なり、ネルヴァルの死を自殺

とする理由をいくつも推測している４０．アスリノーが痛恨のあまり行った

この推測はジェラールの友人としての条理を備えた推測であるから、これを

受け容れ、自殺とするのが自然な解釈だろう。ジャン・リシェの基本的な立

場も、アスリノーの推測を肯定し、それをさらに作品を援用して文学的に補

強したものと言えるかもしれない。リシェは、ネルヴァルの作品中から「自

殺」のテーマを広く探し出し、彼が「決行」の数日前から旧友を次々と訪ね

て「別れを告げて回った」と思われること、しかもいかにもネルヴァルに相

応しい場所の選択などを列挙して、「自殺」に至る文学的、心理的Ｙ現実的

理由を示した後、それでも決定的に他殺説を排除できないことに業を煮やし

たと言わんばかりに、こう書いている。

すでに表明されたさまざまな仮説にさらに仮説を付け加えることに

は嫌悪を覚える。しかし我々が提案するものは、自殺説支持者と浮浪

者による殺害説支持者を折り合わせるものかもしれない。スパイと間

違えられたネルヴァルは、自分の死の日を計算し、場所まで選び、ビ

ュスケによれば、数時間前、彼に対して殺すという脅し文句が発せら

れたという場所に、故意に、戻ったのではなかろうか。こうすること

で、彼は実際に自殺を決行することなく、自分の肉体を厄介払いした

のではなかろうか。４１

このいくぶん投げ遣りな推測によって両説の折り合いがつくとは思われな
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いが、しかしこの苛立ちは理解しうるものである。

後年のことだが、第二帝政が倒れ、体制が第三共和制に替わってほぼ十年、

ジュール・フェリー内閣の下にあった１８８１年、ネルヴアルの友人の一人

（そしてレテイフの伝記作者の一人でもあり、それによってネルヴァルと親

交のあった）シヤルル・モンスレCharlesMonseletが雑誌上において他殺説

を蒸し返した。この時、ナダールとアスリノーとベルGeorgesBellが即座に、

あれは間違いなく自殺だったと反論した。そのときベルがナダールに宛てた

手紙にこういう文言がある。

「(…）モンスレ宛ての君の手紙を読んだ－ジェラールについての。

君の言っていることはすべて正しい。（…）自説を曲げずに頑張ってほ

しい。真実は君にある。昔我々は別のことを言ったが、それにはそう

するだけの理由があったのだ。しかし今日では、かつてないほどに、

我々はあらゆる伝説を押し退けねばならない。それらは無益なもので

あり、また公共の利益を害するものだ。（…)」４２

ジョルジュ・ベルはネルヴァルの年下の友人であり、オドブランの回想に

よれば、彼がまるで叔父を支える甥のように、あるいは兄弟のように、仲良

くジェラールと腕を組んで歩く姿がよ見られたという。ベルは１８４８年の

革命の時、大学をやめ、熱心な共和派として急進的な活動に従事した。５月

１５日の衝突で逮捕され、ブランキやバルベスと同時期にブルジュにおいて

有罪判決を受けた経験の持ち主である。その後彼は政治に係わることをやめ、

批評を中心とした文学に専心した。モンマルトル大通りでネルヴァルの死を

テオフイール・ゴテイエから聞いたベルは、胸に迫るあまり涙を抑えきれな

かった。４３

ウセーはジェラールの「総死」の二日後の２７日、友人たちの疑念に急か

－４１－



小濯晃

され、警察当局に継続調査を依頼する手紙を書いた。しかし当局者からは、

２９日、自殺に間違いないという短い返信が届いただけだった。警察はこの

死を早々に自殺と判断し、調査を終了した４４。「詩人が一人死のうと死ぬま

いとどうでもいいのだ！」４５とビュスケは書いた。

翌２５日の行動もある程度知られている。アスリノーから７スーを借用し、

夕方には、テアトル・フランセに総監督のウセーを訪ねたが、不在だったた

めそのまま立ち去り、中央市場の近くの酒場で食事をした。その日のパリは、

零下１８度、町に雪が降り、セーヌ川には氷塊が流れていた。外套はどこか

の公営質屋Mont-de-Pi6teで質入れしてしまったから、ジェラールは凍えき

っていた。２６日にかわった夜中の２時頃、警察の巡回に尋問された。３時

頃、ヴィエーユ・ランテルヌ通りの「ドヤ」の扉を叩いたが、満員だったこ

ともあり、女主人は扉を開けなかった。

その日の早暁、６時頃、ジェラール・ド・ネルヴァルはヴイエーユ・ラン

テルヌ通りにおいて首を吊った姿で発見された。

４６当時のシャトレ広場からすぐ東に入る通りはチュリー通りｒｕｅｄｅｌａ

ｎｅｒｉｅである。それはおよそ３５，６メートルほどの路地で、セーヌの側は

木の柵で囲われていた。それは昔の屠殺業者が動物の血や廃物をセーヌ川に

流すための排水溝の仕切りだったものだが、この当時は住民の生活排水が流

れ込むだけになっていた。通りを進んで、不安定でぬるつく狭い階段を上が

って、それから更に下に降りた低い場所に、チュリー通りを引き継ぐように

して、ヴイエーユ・ランテルヌ通りが東の方へ伸びていた。それは実際には

通りとは名ばかりの、ジェーヴル河岸QuaideGesvresに面した家並みの背

面でしかない溝川のような路地だった。チュリー通りが終わる階段付近を、

北のサン・ジャック塔の方に向かってヴイエーユ・ランテルヌ通りを横切る

細い路地があり、路地の先には低級な淫売屋があった。その交差部の左角に

路地に面して鍵屋が店を開いていた。鍵屋のヴイエーユ・ランテルヌ通り側
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には、鉄格子のはまった窓が一つあるだけだった。ジェラールはその鉄格子

に叔母の所から持ってきた組み紐で首を吊ったのである。その場所はほぼ、

現在の市立劇場のプロンプター席の穴がある所だという。最初の発見者は屑

屋とも酔っ払いとも牛乳売りの女とも言われているが、近所の者が集まって

来たときジェラールにはまだ息があった。体が揺れ、頭には帽子がちょこん

とのっていた。そのとき即座に降ろせばおそらく助かったのだろう。しかし

野次馬は首吊り人には触らないという迷信からか、そのまま警察が来るまで

放置した。サン・メリ地区警察からブランシェBlanchetという警視が二人

の警官を引き連れて現場に駆けつけると、首吊り人にはまだかすかに息があ

った。足場の悪い場所で難渋しながら降ろした後、大急ぎで呼ばれた医者が

口で直接息を吹き込んで蘇生処置を行ったが、その甲斐もなくジェラールは

死んだ。警視が持って来させた担架に死体を乗せると、シヤンジュ橋を渡り、

当時サン・ミシェル橋のたもとの、シテ島のマルシェ・ヌフ河岸Quaidu

Marche-Neufにあった死体公示所morgueに運んだ47．友人たちの多くはそ

こで変わり果てたジェラールと再会したのである。遺体は父親に代わって文

芸化協会が引受人となった。ネルヴァルの死の衝撃がパリ中を襲った。

ブランシュ精神病院のエミール・ブランシュEmileBlanche医師が、精神

錯乱による発作的自殺という判断を教会に示し、教会がそれを問題なく受け

容れたおかげで、「自殺者」に祈りが捧げられることが可能になった。

３０日、各界の著名人が列席する中、ノートルダム大聖堂で盛大な葬儀が

営まれた。葬儀後、長い葬列がペール・ラシェーズ墓地CimetiereduPere‐

Lachaiseに向かうところに行き合わせた人々は皆帽子を脱ぎ、パリ中の知

的エリート、著名人が付き従うこの死者はいったい誰なのかと誘った。

遺体は、初め条件付使用という形で、次いで十年使用という形でペール・

ラシェーズ墓地に確保された場所に埋葬された。しかし十年後、永久にジェ

ラールの安住の場所だとすっかり思い込んでいたウセーに、埋葬場所を売却

するという通告がパリ市からあった。‘慌てたウセーは「死体管理官」（なる
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者が当時はいた）に永代使用権の支払いを申し出たが、時すでに遅く、ジェ

ラールの墓所は売却されてしまった。一週間の猶予が与えられたので、ウセ

ーは「市庁舎に駆けつけた。オスマン男爵は、一時使用権よりも長く続く友

情に感動してくれ、おかげで私は永遠に、この世の事物の永遠だが、前より

ももっといい場所に土地を買った。なにしろ、そこはジェラールにあんなに

も優しかったバルザックの墓の向かいなのだ」４８。

ウセーとゴテイエは改葬に立ち会った。かつてジェラール・ド・ネルヴァ

ルという詩人であった者の遺骨は、掘り返してみると、すでに単なる骨の断

片にすぎなかった。その骨をすべて拾って埋葬し直すには、子供の小さな棺

で用が足りた。

図版７

ペール・ラシェーズ蕊地のネルヴァルの基。バルザックの

堅の側から見る。
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１４Barthes(Roland),Ｌ伽､pj花心s卿es,ｐ､43,《(CENTRE-ⅥLLE,CENTREVIDE》．

尤もこの章におけるバルトの力点は、引用部分に続くパラグラフにあるのだが。

'５Pinon(Pierre),叩.c".,ｐ,93.

16Pinon(Pierre),叩c".,ppl40-l41・

'７Gaillard(Marc),Ｐ”応α"XZX霞s尼cん,ｐｐ,23-24.Ｌ助靭叱PZz地ｐｐ､50-60.

18Haussmann(GeorgesEugene,Baron),叩.ｃ".,ＰＰ､809-810．

'９Mercier(Louis-Sebastien),TZz肱α脚庇Ｐ”jS,如加ｅ４ＰＰ、123-125．メルシエ、前掲書、

上巻、１４２－１４４頁。および、Fierro(Alfred),His”j形eMjc"o”αj”庇Ｐα血

ｐｐ､661-662<<ＡＢＢＡｒＯＩＲ》,ｐｐ､721-723《(ＢＯＵＣＨＥＲ,ＢＯＵＣＨＥＲＩＥ》,ＰＰ,1189-1191

《(VIANDE》などの項目を参照。

２０Fierro(Alfred),j6jd

21Pinon(Pierre),ｑｐ.c".,ｐｐ､40-42.

22HaussmaIm(GeorgesEugene,Baron),ｑｐ.c".,ｐｐ､801-806．この実験が実際に行われた
かどうかは分からない。パスカルの実験全般について検討した小柳公代著『パスカ

ルの隠し絵』、「中公新書｣、中央公論新社、東京、１９９９年、が興味深い。

２３Haussmann(GeorgesEugene,Baron),Qp.c".,ｐ､1106.どの方向へどれくらい移動した
のかの記述は、オスマンも残していないし、今のところ他の資料にも見つからない。

しかし拡幅した新シャンジュ橋は上流側に幅を広げたのだから（Pinon,叩.c".,p､１４０
の図による)、それと軸線をそろえるためには、東側（上流側）へ移動したと考え
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るのが妥当だろう。

２４Thezy(Mariede),MzrW此Ｐα血pp,96-97．Pinon(Pierre),叩.c".,ｐ･'１９．
２５以下の記述は概ねよく知られた事実の要約である。事態を整理するために参照し

た書は主として、ノVErwzﾉp”伽彪加o伽s庇ｓａｗe;Ａ伽加Ｇ加減叱脆rvaルＧ伽㎡火

ノwwzムルp“花e〃伽加加e；『ネルヴァル全集』第Ⅲ巻「年譜」（稲生永編）などで
ある。

２６ノV”Vαﾉｐ”んＳ彪加O腕Ｓ血ＳａＷｅ,ｐｐ､292-293

２７肋jdL,卯.294-296.

28Ｇ‘、㎡此ﾉV”ｖａ４にｐ“だe〃伽加加e,ｐ､344.

29舵rvaﾉpar伽伽Oj"S血ＳａＷｅ,pp､297-303.編者たちはこの謎掛けについて、『栄光
の手』ＬａＭｚ加庇g肋舵のオペラ・コミックへの翻案プランを参照するよう指示し
ている。その放棄されたプランを参照しても(伽w℃ＳＣＯ叩伽e"ね舵ＭｅＧ加耐此

jVbrwJ4m碗empp､385-392.)、やはりこの謎掛けが解けるとは言えない。

３０ノVｾｧwzﾉｐ”たｓ彪加o腕s庇ｓａＷｅ,ｐｐ､297-298.

31乃賦,pp375-381.このMaximeDuCampの立場が一典型である。

３２ｌｂは,ｐｐ､366-369.このAlfredBusquetの立場が一典型である。警察の断定によって
他殺説が否定された後もなお、ネルヴァルの友人たちの多くが、私的な場では他殺

説を口にし続けた。とりわけ少年時からの親友テオフイール・ゴテイエはそのこと

を確信していた。

３３舵rWZﾉｐａｒ彪Ｓ彪加oj祁叱ＳａＷｅ,ｐｐ､349-352.

34Ｇ‘、耐庇ﾉVbrvaj,彫ＰＣ肱e〃'AC腕"､e,ｐｐ､345-353.

35ノVerVaﾉpar伽彪加O腕S庇ＳａＷｅ,ｐ・IX,刈剛ﾉV7苫PROPOS・ノVerWZ4E】5P〃je"CeerC花α"O"，

ChapitreXX,ｐｐ､637-648.

36この人物を、ウセーのように、ネルヴアルの幼馴染みのミヨーなる人物とする者

もある。ミヨーの息子LeonMillotが後年の回想の中で、警察に身柄引き取りに行

ったのは自分の父だと述べているからである（ﾉvどrvaIp”伽伽o伽s庇”ｗｅ，

Ｐｐ､269)。おそらくそれが正しいのだろう。しかしここでは人物の名前より事件の
内容だけが問題であるから、ピュスケに従って、ルイ・ルグランとしておく。

３７周知のごとく、中世（１４８２年）を舞台に展開するﾉＶｂ舵-,α"e晩ＰａｒｊＳは１

８３０年７月の革命、とりわけあの「栄光の三日間」LesTroisGlorieusesと呼ばれ

る事件と響きあっている。

３８jVerVaﾉp”伽だ"O腕SdeSaWe,pp､347-348．同書で、オドブランもまた、レテイフ
を噴矢とするそのような「種族｣、夜のパリの熱烈な探求者たちが確かに１８３０

年から１８５０年頃まで存在し、ネルヴアルこそそのもつとも熱心な信奉者だった

と言っている価は,ｐ298)。

３９乃ｊｄ,ｐ､３３３．

４０乃旭,ｐｐ､314-317.

4’ノVとrvaﾉ,Ｅ】$p〃jepzceelc花α"o",ｐｐ､645-646.
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４２肪賦〃術0-伽．念のために補足すれば、これは他殺説を反駁した章の注である。

４３ﾉVCrvaﾉpα池S彪加O腕s叱皿ｗｅ,pp､278-279.ただしオドブランの回想にはネルヴア
ルの死の場所や状況について間違った記述がある。

４４Ｇ加湿止脆rVaj’んp館陀e〃'ﾙO加加e,pp352-353・同書にこの返信の複写が掲載さ
れている。

４５ノVcrwJﾉｐ”んｓ彪加o腕ｓ血ｓａＷｅ,ｐ､369.
46ヴイエーユ・ランテルヌ通りの描写とネルヴアルの綾死の状況を報告する文章は

数多い。中でもアリスティッド・マリの記述がもっとも詳しいが、他の報告と若干

矛盾する面もあり、そのまま全面的に採用することはできない。ここでは「参考文

献」に挙げた書目に見出される複数の記述を総合して簡潔に記すに留める。

４７警察の調書はこの部分を「絞首による自殺。本朝七時半当該者ヴイエーユ・ラン

テルヌ通りなる鍵屋の窓の鉄格子にて首吊ったるところを発見。第四区市警巡査ロ

ラン言明。当該の者既に死亡。市庁舎屯所に移送し二名の医師処置を施すも甲斐な

し。帯紐による首吊り。身体その紐にて鉄柵に結ばれてあり。遺体に暴行の形跡な

し」この調書が多くの証言と食い違っているのは明らかである。ノVどrWzﾉpar伽
だ"o姉ｓ叱皿ｗｅ,Ｐ､３５０．

４８ノVどrWZﾉｐ”んｓ彪加O腕Ｓ娩皿ｗｅ,ｐｐ､344-345.
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